【声明】　　今が正念場！3000万人署名をやりとげ、安倍9条改憲にとどめを！
―施行72年目の憲法記念日にあたり呼びかけます―
　今日5月3日、日本国憲法施行72年目の記念日を迎えました。1945年8月、310万人の日本国民とアジアの2000万人以上の命を奪った侵略戦争が終わりました。その時の「戦争だけはいやだ」という国民の思いを集めた憲法9条は、今も変わらず、国民の希望であり、世界の宝です。72年間国民は、憲法の平和と人権と民主主義の原則を根本から壊そうとする日米支配層に対して、それを許さず、憲法を日本の社会と政治に生かそうとたたかい続けて来ました。
2017年5月3日の安倍首相の9条改憲提言以降、日本国憲法は未曽有の危機を迎えています。安倍首相は党内ばかりか、国会演説でも、自衛隊員を前にした訓示などでも、憲法9条改憲への執念をむき出しにする発言を続けています。2月10日の自民党大会で、「自衛隊員の新規隊員募集に対して都道府県の6割以上が協力を拒否している」とウソをつき、「この状況を変えよう」と、新たな改憲論を主張し、改憲に意欲を示しました。自民党は289衆議院小選挙区支部に「憲法改正推進本部」を設置し、9条守ろうとする草の根の運動に対抗しようとしています。さらに、安倍内閣とマスメディアは、天皇の交代で天皇礼賛の一大キャンペーンを展開し、「新しい時代」と称して天皇を政治利用し、与野党合意の運営の慣例を破り、国民投票法案改正を呼び水に憲法審査会での改憲論議を強行しようとしています。
安倍首相の最大の野望は、憲法９条を改定し、日本をアメリカと共に世界のどこででも「戦争する国」へと改造することです。そのため、憲法9条改憲を執拗に狙うとともに、昨年12月18日決定の「新防衛大綱」「中期防」に示されたように、「専守防衛」の方針を投げ捨て、大軍拡をすすめ、「我が国が持てる力を総合する防衛態勢を構築する」と「挙国一致」の「戦争する国」づくりに邁進しています。
戦後日本が海外で武力行使しなかったのは、憲法9条が存在していたからに他なりません。「戦争はイヤ」は、国民の絶対的な思いです。だからこそ、「戦争法」に反対する運動以来、かつてない国民的共同のたたかいが繰り広げられています。そして、「安倍政権の下での改憲反対」54%（4月11日発表　共同通信）と改憲反対が様々な世論調査でも多数を占めています。
憲法会議は、1965年3月6日結成以来、改憲に反対するとともに、憲法の蹂躙を許さず、憲法を守り生かす「憲法運動」を推進してきた立場から訴えます。今が正念場です。日本国憲法の意義を改めて確認し、3000万人署名を必ずやりとげ、目前の参議院選挙では市民と野党の共闘を広げ、強め、その力で改憲派を少数に追い込み、安倍改憲断念と安倍政権退陣に追い込むために奮闘し合いましょう。　　　　　
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